
資料２－１

区域
0～5才　児童人口
(人)　【H25.4.1】 施設 施設数（園） 定員数（人） 児童人口に対する

定員充足率（％）

入所者数(人)
【H25.4.1】

施設種別ごとの定員
充足率（％）

区域全体の入所者数に
対する定員充足率（％）

幼稚園 10 3,465 1,209 0.35

保育園 17 1,913 2,004 1.05

幼稚園 5 1,625 545 0.34

保育園 10 1,060 1,132 1.07

幼稚園 5 1,840 664 0.36

保育園 7 853 872 1.02

幼稚園 3 570 269 0.47

保育園 6 700 729 1.04

幼稚園 4 1,055 276 0.26

保育園 4 360 403 1.12

幼稚園 2 870 226 0.26

保育園 3 318 332 1.04

幼稚園 3 970 438 0.45

保育園 4 535 540 1.01

幼稚園 1 310 119 0.38

保育園 3 290 288 0.99

幼稚園 2 510 110 0.22

保育園 4 420 450 1.07

幼稚園 2 640 324 0.51

保育園 3 410 441 1.08

幼稚園 2 410 214 0.52

保育園 2 235 243 1.03

幼稚園 1 1,105 390 0.35

保育園 2 240 250 1.04

幼稚園 1 490 52 0.11

保育園 3 318 332 1.04
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・国道163号線を横断しない区域設定のため、１区域にお
ける安全性の懸念に対応できる。
・児童人口がほぼ同じで、児童人口に対する教育・保育施
設の定員充足率もバランスが取れている。
・施設数も幼稚園・保育園ともに一定数確保できており、保
護者の施設の選択肢の幅が一定確保される。

利用状況等　（認可外保育施設除く）

0.95

門真市における幼児期の教育・保育提供区域　検討比較表

区域 区域の考え方

１区域

0.97

0.93

区域の特徴

・保護者が市全域の施設から利用希望施設を選択できる。
・市を南北に分断する国道163号を横断する際の安全性の
課題がある。

―

・国道163号線を横断しない区域設定のため、１区域にお
ける安全性の懸念に対応できる。
・児童人口や施設数に差がみられ、定員充足率にばらつき
がみられる。

北西区域

北部区域

南西区域

北東区域

南部区域

・国道163号を横断する際の安全性の課題がある。
・区域の境界が複雑であり、就学前児童の保護者が利用
するにはわかりにくい。
・児童人口や施設数に差がみられ、定員充足率にばらつき
がみられる。
・保護者の教育・保育施設の選択の幅が狭まる。

はすはな中
区域

1,035

二中区域 950

五中区域 1,082

2,892

２区域

４区域

６区域

三中区域 1,062

四中区域 714

1,695

1,063

　・区域割なし

　・国道163号を境
にした２分割の区
域設定

　・東西南北に４分
割した区域設定

・中学校区を基本と
した区域設定

807七中区域

1,068

南東区域 1,824

2,758


